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16泄紀におけるフランス・トルコ通商関係
永 沼 博 道
I はじめに
1520年シリア・エジプトの征服者セリム I世が死去し，第十代カヌーニ・
シュレイマンが即位するとともに，オスマン・トルコはその最盛期を迎える
こととなった。シュレイマンの治下， トルコは西アジアヘの進出を一応停止
し，ヨーロッパに向って勢力拡大に努めた。 1521年にはベオグラードを占領
してハンガリーヘの圧力を強め，ついで翌1522年には転じてエーゲ海の要衝
ロードス島を落とし，地中海の支配権を強化した。今やオスマン・トルコの
西進の準備は整いつつあった。エジプトの内乱を制圧したシュレイマンは
1526年ついに行動を起こし，モハッチの戦いでハンガリ一軍を大敗せしめブ
ダに入城した。ブダの陥落はキリスト教世界に大きな衝撃を与え，オスマン
王朝とハプスプルグ王朝という二大勢力の撃突は必至の梢勢であった。 1529
年シュレイマンはウィーンヘの進攻を強行し， この中欧の都を 1カ月にわ
たって包囲してヨーロッパの指導権を握ろうとしていたハプスプルク家の心
胆を寒からしめ，ヨーロッパ世界にトルコの存在を強く印象づけたのであっ
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た。
一方ヨーロッパ世界においてもその内部における勢力関係に大きな変動の
生じていた時期であった。 1509年イギリスではヘンリー糧世の治世が始ま
り，フランスでは1515年フランソワ l世が即位し，翌1516年にはシャルル・
カンがアラゴン王フェルナンドの後を継ぎカルロス 1世としてイスパニアの
支配者となった。カルロス l世は1519年には神聖ローマ帝国皇帝に選出され
てカール V世となり広大な帝国の支配者となったのである。これら新しいヨ
ーロッパの専制君主達は， イタリア諸都市の政治力の衰退とローマ教皇の指
導権の相対的低落のもとで，ヨーロッパのヘゲモニーを競りあっていた。地
中海のヴェネツィア領が次々にトルコに占領されていくなかで強い危機感を
をもったローマ教皇の訴える対卜）レコ軍事同盟は為に成功することがなか
った。フランソワ 1世はイタリアヘの領土的野心を隠さなかったので，この
ことは当然カー JレV世との対立関係を生み出していた。
以前トルコと格別の関係を有していなかったフランスが，この時期西欧列
強の中でまず最初に外交・通商関係を結んだのはこのようなヨーロッパの政
治状態を背景としていた。もっぱらイタリア諸都市によって担われてきた地
中海貿易へ，強い王権のもとに国家的統一をなしとげた西欧絶対主義国家の
参入の始まりでもあった。ヨーロッパにおける力のバランスが地中海世界か
ら大西洋世界へと移りつつあった時代において，地中海もまた大西洋諸国家
の活動の舞台となりつつあった。 17世紀に入るとオスマン・ト）レコとの交易
は完全にフランスとイギリスがその担い手となるが， 16世紀を通じてその途
がしかれていった。
新しく勢力を伸ばしてきた西欧列強の中でフランスは最初にオスマン・ト
Jレコと通商，外交関係を樹立した国家であった。このフランスのトルコヘの
接近の過程を辿りつつ，近代国家の国際商業への閲与の深化を跡づけてみた
い。
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I フランス・トルコ外交関係の創設期
1535年フランスはシュレイマンからカヒ゜チュレーションの名称で呼ばれる
(1) 
特権を獲得した。このカヒ゜チュレーションによってフランスは西欧キリスト
教国のオスマン領内における代表として位置づけられ，きわめて有利な立場
に立つこととなった。フランス人はイクリア諸都市を除いてトルコと自由に
交易しうる最初のヨーロッパ国民となった。従来からトルコと交易し一定
の特権を認められていたイクリア人を除いて，キリスト教国商人はフランス
国旗の下においてのみオスマン水域内を安全に航行することが出来，さらに
フランス王は聖地のエルサレムにおけるキリスト教徒の保護者として位置づ
けられ，いわばキリスト教徒全体の保護者としての立場を得た。 1569年のカ
ビチュレーションにおいてはジェノヴァ，シチリア，ァンコナの商人もフラ
ンス国旗の保護下におかれることになりフランスの立場は一段と強化される
(2) 
こととなった。
1535年のカヒ°チュレーションの獲得はフランス王フランソワ 1世のオスマ
ン・トルコヘの外交的接近の成果であった。フランスは15世紀からたぴたぴ
イクリアヘの領土的野心を公にしていた。その根拠としたのは一つはアンジ
ュ一家のナポり王位に対する継承権であり，これはヴァロア家にうけつがれ
て1494年のシャルル圃世のナポリ遠征に結果した。もう一つはミラノ公国に
(1) このカピチュレーションはジャン・ラ・ド・フォレ Jeande la Forestとイプ
ラヒム・パシャ IbrahimPachaの間で1536年1月に結ばれたが批准されたか
否．かについては難しい。しかしながらその法的実効性に問題はあっても，実質
的にフランスはこの恩恵を受けていた。 G. Zeller, "Une Ligende qui la 
la vie dure: les capitulatinons de 1535, " Revue d'histoire -moderne et 
contemporaine, Vol. 2, 1955, pp.127-132. 
(2) 1969年のカピチュレーションについては以下に収録されている。 M.le Comte 
de Saint-Priest, Memoires sur 1'Ambassade de France en Turquie 1525.,. 
1770, Paris, 1877, (Amsterdam, 1974). 
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対する公位継承権であった。シャルルの野心は教皇＂世を中心にイクリア諸
都市，神聖ローマ帝国皇帝マクシミリアン，アラゴン王フェルナンド，イギ
リス王ヘンリー頂世などによる対仏神聖同盟によって挫折せしめられた。つ
いでJレイ直世によって1501年に開始されたナボリ再征も1504年に敗退のうき
目をみたのであった。
ルイ X1世を継いだフランソワ 1世もイクリアヘの領地拡大をはかってい
た。フランスでこの頃までに主要な王室親族封 apanagesと大諸候領 prin-
cipantes teritorialesを王権の下に統合して一円的領域支配を一応確立して
いた。シャルル冒世以来のイクリア遠征は内は国家的統一を達成しつつたっ
たフランス王権の対外的進出の試みであった。そしてこのことは当然ながら
ヴァロア・オルレアン家とハプスプルク家との対決へと導いたのであった。
イスパニア王カルロス 1世がカール Y世として1519年神聖ローマ帝国皇帝
に選出されると，皇帝としての北イクリアに対する宗主権とアラゴン王とし
てのナポリ王国への利害が合わさって，カール五世とフランソワ 1世の軍事
的衝突へと導かれることになった。 1521年ミラノが皇帝側に落ち，ついでジ
ェノヴァ，ヴェネツィアが反フランス側に立った。フランソワは1524年イク
リアに攻めこんだものの翌年 2月のパヴィーアの決戦に敗れ， 1526年マドリ
ッドで降伏条約を結んだ。この結果カール V世のイクリアでの優位が生ま
れ， 1530年には教皇クレメンスによって正式に神聖ローマ帝国皇帝として加
冠された。カール V世はイヌパニア， ドイツ，オーストリア，低地地方，ナ
ボリ，シチリアを含む大帝国の支配者となった。
フランソワ 1世は窮地に陥り，東方の大国トルコと同盟してハプスプルク
家を背後から牽制せんとしてシュレイマンヘの接近を試みた。フランソワは
フランスヘ亡命していたハンガリー貴族フランジバーニeaqn Frangipaniを
(3) 
密使としてトルコの宮廷に送り込んで，ハンガリーヘの侵攻を促した。モハ
ッチにおける戦闘の結果サボヤイ・ヤーノシュがハンガリーの新王に擁立さ
れることとなったが，フェルナンドによって追放され，サボヤィはトルコへ
(3) Saint-Priest, op. cit.,p.30. 
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援助を求めるとともにフランソワ 1世にも友好関係を維持していた。一方フ
ランソワはイタリア戦争での敗北の結果マドリッドに捕われ， 1529年にはカ
ンブレの和膜でカールとの争いを休止することとなってトルコヘの接近は中
断していた。しかしイクリアヘの野心を決して捨てることのなかったファン
ソワは1531年にはトルコとの同盟の計画を再開し，新しい使節として船長ラ
(4) 
ンソン Rinson を派遣した。 フランソワの試みは他のキリスト教国や教皇
クレメンス間世の圧力によって中断を余儀なくされるが， ハプスプルク家
へ対抗してヨーロッパに地歩をきづく意図をもっていたシュレイマンによっ
てもフランスは十分に利用価値のある勢力であった。シュレイマンは公然と
あるいは密かに又は北アフリカのアルジとの支配者ハイレッディン・バルバ
ロス HayreddinBarbarossaを通じてフランソワヘの接近をたやさなかっ
(5) 
た。
ーたびフランスとトルコの同盟がなるや，この関係は急速に密度を増して
いった。 1537年にサン・ブランカール候ベルトラン・ド・オルネザン Bertren
de Ornesanがレヴァント方面の海軍の副総督として13隻のガレー船をひき
いて 8月25日ツーロン港を出港し，キオス島で冬営した後翌 2月17日イスタ
ンブールを訪問した。これは1453年以来キリスト教国の軍艦が始めてダー
(6) 
ダネルス海峡を通過した事件であった。オスマン帝国内の諸港へ自由に往来
する通行許可がフランス船に駆められた結果，マルセイユは久しく断えてい
たレ．ヴァント貿易に活気をとりもどし1542年にはマルセイユ港の関税収入は
(7) 
1536年以前に比して 3倍にも上昇したのであった。
フランスとトルコの同盟は1543年にその頂点に達した。この年フランスと
トルコの艦隊をカール五世の勢力下にあったニースの包囲作戦を協同して行
(4) Ibid, p. 31. 
(5) Ibid, p. 32. 
(6) J. Billioud, "Capitulations et histoire du commerce", Revue d'histoire 
moderrte et contemporaine, Vol. 2, 1955, p. 312. 
(7) Ibid, p. 313. 
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い，その年の冬バルバロスにひきいられたオスマン艦隊はツーロン港で冬営
(8) 
している。
1545年にシュレイマンとフェルナンドの間に休戦があり， 1547年 8月 1日
にはさらにローマ，教皇ヴェネツィア，フランスをも含のて平和条約が締
結され，オスマン・トルコとハプスブルグ家の戦争状態は1556年まで中断す
ることになった。シュレイマンの目は東に向い翌1548年からシュレイマンの
対ペルシャ戦役が始まり，紅海・ペルシャ湾ではインド洋の支配権をめぐっ
(9) 
てボルトガルと争ったのもこの時期である。 1555年にイランとの平和が復活
するまでヨーロッパでの争いはとだえ，ヴェネツィアのレヴァント貿易が復
活した。対ハプスブルグ家軍事同盟の相手方であったフランソワー世は没し
1547年にアンリ．n世が後を継いでいた。
この時期マルセイユの対トルコ貿易における政治的有利さは消滅してはい
たが，なおその港の繁栄はレヴァント地方との交易によって上昇しつづけて
いた。 1551年マルセイユ人アントワーヌ・ランシュ Antoine Lenche はイ
スタンブールにおもむきオスマンの海軍長官エウルジ・アリ Euriji Ali の
助力によって北アフリカのボーヌからネグル岬に至る 200キロの悔岸での珊
(10) 
瑚の採集の独占権を得ている。イスタンブールにおけるフランスの貿易の重
要性はアンリ n世からサルヴァレ家に20,000エキュの金の輸出の権利が与え
られていることによっても示される。 1561年にヴェネツ、（ア大使は，フラン
スは「マルセイユとアレキサンドリア間の英大な貿易を失うことを恐れて」
(11) 
トルコとの襲係を断つことが出来ないと報告している。
1569年10月にはアンリ n世によってオスマン宮廷に送られた財務長官クロ
(8) Ibid, p. 313, Saint-Priest op. cit, p. 40. 
(9) この時期のオスマン・トルコ史の概観を得るには H.Inalcik, The Ottoman 
Empire: The classical Age 1300-1600, N.Y., 1973. インド洋におけるト
ルコとポルトガルの争いについては拙稿「16世紀香料貿易における海洋 Jレー
トと隊商ルート」関西大学商学論集第22巻昭和52年， 22-25頁。
(10) J. Billioud, op. cit, p. 313. 
(11) Ibid, p. 313. 
16世紀におけるフランス・トルコ通商関係（永沼） (297)119 
ード・デュブルグ ClandeDu Bourgによって新しいカヒ゜チュレーションが
獲得された。このカヒ゜チュレーションは最初の法律上有効なカヒ°チュレーシ
(12) 
ョンとしてその意義が高く評価されているが，フランスはこれより以前45年
にわたってトリボリ・，ペイルートヘ交易していたのであった。しかるに69年
のカヒ°チュレーションはこの存続が締結当時の君主の生死にかかわりなく国
家間のとりきめとして永続的性格をもつに至ったこと，フランス大使をもっ
て全キリスト教国の代理者とみなすこと．ヴェネツィアを除く全てのキリス
ト教国商人はフランス国旗を掲げることを義務づけるなどフランスの立場を
一段と強化ものするであった。
1569年のカヒ゜チュレーションはオスマン・トルコとヴェネツィアの戦争状
態の再開と時を同じくし トリアのていた。 1568年 2月セリム Il世とオース
マクシミリアンとの和乎条約が締結され，この両国間には一応の平和が持続
していたが，オスマン帝国にとってトルコ水域内の奥深くに位置するヴェネ
チア領キプロスの存在は，東地中海支配の為に是非とも解決せねばならない
懸案であった。 1570年 7月トルコ軍はキプロス上陸を開始し， 9月9日には
ニコシアとおとした。キプロスの喪失はキリスト教世界にとって大きな衝撃
を与え，あらためてトルコの脅威を感じ．ローマ教皇とイスパニアを中心と
して対トルコ神聖同盟が結成され．連合艦隊を送り出した。両艦隊は1570年
レパントで戦い，キリスト教徒側の勝利に終った。レバントの勝利は一世紀
以上にわたって後退を続けていたキリスト教徒側にとって始めての大勝利で
あり，そのニュースは西欧世界に歓呼をもってむかえられたが． トルコ側は
急速に態勢をたてなおし，地中海における支配力に大きな変化はもたらさな
(13) 
かった。ヴェネツィアは結局キプロスの放棄を余儀なくされ． 1573年フラン
スの仲介によって，ヴェネツィアとオスマン・トルコの間の和平がなった。
このヴェネツィア・トルコ間の戦争の期間，マルセイユは地中海における唯
(12) Ibid~ p. 314. H. Inalcik, op. cit~ p.137. 
(13) A. C. Hess, "The Battle of Lepanto and its place in mediterranean 
History", Past and Present, No. 57, 1971. 
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ーの大きな中立港としてかってない繁栄を享受していた。しかるにこの戦争
状態の下でもフランスの旗のもとにレヴァントの商品を輸入していたイタリ
ア商人は1573年の平和の回復とともに再びレヴァント貿易の主役におどり出
し， リヨンの絹織物工業の原料となるレヴァント産の生糸さえもアルプス越
へでサヴィを経由してイタリアからもたらされた。マルセイユヘのレヴァン
(14) 
トからの香料の輸入量は1577年から82年の 7年間に半分に減少した。 トルコ
への適当な輸出商品をもたなかったフランスは自らの政治・外交上の優位さ
を生かしきれなかった。この世紀後半の新教徒と 1日教徒間の内乱によって国
家統一がみだされ，効果的な組織化がなされる全く貿易がマルセイユ市にま
かされていたこともフランスのレヴァント貿易が永続的繁栄を維持し得なか
った理由の一つであろう。このような状態の中でフランスに新たな競争者を
その舞台に迎えることになった。それはイギリスの登場である。
皿 イギリスとの対抗関係
1583年イギリス女王エリザベスは最初の大使ハーポーン WilliamHarb-
orneの努力によってスルタン・ムラドl1世と通商乎和条約を締結すること
に成功した。この条約によってイギリス商人自らの大使，領事を駐在させ，
自由に往来する権利を得たのであるが，イギリスは単にそれに満足すること
なく，フランスが保持していたところの優越的地位，即ち全キリスト教徒を
代表し他のキリスト教国民に対して司法権を行使しうるという立場に対して
挑戦を試みたのである。 16世紀の30年代から半世紀にわたってフランスはヴ
ェネツィアにかわってオスマン帝国との通商・外交関係のリーダーシップを
とりつづけてきたが，その地位をあくまで守ろうとするフランスとそれを奪
いとろうとするイギリスの暗闘が30年間にわたってオスマン宮廷を舞台にく
りひろげられることになる。
当時オスマン・トルコと通商関係を持っていた国々は大まかに言って次の
(14) J. Billioud, op. cit, p. 314. 
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三つの範疇に分類される。第一に治外法権を伴うところのカヒ゜チュレーショ
ンを与えられている国，第二に大使・領事の駐在とオスマン領内での交易の
自由を隠めた平和・友好条約を結んでいた国，第三は無条約国である。 1583
年以前においてはカヒ°チュレーションを与えられていたのはフランスのみで
あり，古くからトルコとの貿易についての特権を認められていたヴェネツィ
アを除いてフランスはヨーロッパのキリスト教国を代表する立場にあった。
従って第2の範疇に属する諸国もフランスの国旗のもとに往来しフランスの
司法権の保護におかれることを余儀なくされていた。オスマン政府は元来外
国商人に対しては開放政策を採っていたので条約を結んでいない第 3の範疇
に属する国民でも，フランスの国旗のもとに交易するならばそれを認める方
(15) 
針であった。フランスとイギリスの争いは，第2と第 3の範疇に属する諸国
民をどちらが自国の国旗の保護下に置くかの争いであった。
1593年ハーボーンの後を継いだイギリス大使バートン EdwardBartonは
ムラド眉世からイギリスの立場をより強化したカヒ°チュレーションを獲得し
た。イギリス商人は1581年に設立されたレヴァント・カンパニーによる組織
(16). 
的貿易を開始しており，オスマン朝との関係を急速に強めつつあった。一方
フランスは新旧両教徒間の内乱が続き対外関係に乗り出せない状態にあっ
た。フランスの対トルコ再接近はアンリ 1V世がパリヘ入城し名実ともにフラ
ンス国王の地位についてからである。アンリ四世は30年にわたる内乱で疲弊
したフランスの経済を復興する努力の一現として貿易による富の集積をはか
った。彼はその際オスマン・トルコとの古くからの友好関係を見のがさなか
った。それまでの大使ジャック・サヴァリ Jacques Savariに召還され，
当時フランスで最も有能な外交官の一人であったサヴァリ・ド・プレーヴ
Franc;ois Savari de Brevesがイスタンプール駐在大使として送り込まれ
(15) A..L. Horniker, "Ang証 FrenchRivalry in the Levant from 1583 to 1612", 
The Journal of modern History, Vol.18, 1446, p. 291. 
(16) レヴァント・カンパニーの活動については A.C. Wood, A History of the 
Levant Company, Oxford, 1935. 
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た。当時のオスマン宮廷では使節の個人的資質がその外交的成功の鍵をにぎ
っていた。 ド・ブレーヴは慎重で忍耐強く，教養があり，語学的知識とすば
やい行動力を有していた。同時代のシャルル・ラコンプ CharlesLacombe 
は「ド・ブレーヴほどにアンリ 1V世のオリエント政策を理解し，判断しうる
(17) 
ものはいない」と述べている。
ド・プレーヴはマルセイユの商入とアンリ 1V世の結びつきを強化すること
に努めた。フランスは当時 1,000隻を越す商船団を有していた。マルセイユ
及びその他の地中海沿岸の港からフランス商人が常時アレキサンドリア，ァ
レッポ， イズミール， イスクンプール，カンディア（クレク）の諸港に向っ
ており，そこで皮革，香料，生糸，絨毯，舵鳥の羽，蠍， ワインを購入して
いた。オスマン帝国の支配下にあった北アフリカ沿岸ではトリボリ，チュニ
(18) 
ス，アルジュと通商関係をもち，珊瑚の採集を行っていた。
この利益ある貿易を維持するためには海軍力が必要であった。多くの諸国
間が往来する地中海には海賊の頻繁に出没する地域であり，とりわけ北アフ
リカ沿岸（バルパリア）の回教徒海賊の勢力が強かった。この海賊と密貿易
を防いでレヴァント貿易の一層の繁栄をはかるためには当時フランスには海
軍が決定的に不足していた。アンリ 1V世は商人達に船舶の武装をすすめると
ともに，ガレー艦隊の建造を始めた。しかし資金，船大工，ガレー船用の奴
(19) 
隷が不足していた。従ってその建造計画は十分な成果をもたらさなかった。
フランスの海軍力の弱さをもってフランスが全キリスト教徒の保護者として
の能力を欠いているものとしてその立場を放棄すべきであると主張してい
た。
一方エリザベスはレヴァント貿易に参入していく自国商人を効果的に援助
した。アンリ 1V世は内乱中にエリザベスの援助を受けていたので，イギリス
(17) C. Gollner, "Zurn Franzosischen Levanthandel in den Jahren 1593--1604" 
Revue roumaine d'histoire, Vol. 7 No. 3, 1969, p. 651. 
(18) 16世紀の中期には珊瑚採集の為カンパニーが結成されている。 P. Masson, 
Les Compagnies du Corail, Paris-Marseille, 1907. 
(19) C. Gollner, op. cit, p. 652. A. L. Horniker, op. cit, p. 298. 
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商人に対するフランス国旗の保膜権を放棄する意図をもっていたが，もとよ
りイギリスはそれだけで満足するものではなかった。バートンはトルコ政府
に対して全てのキリスト教国民はイギリスの大権のもとにおかれるべきこ
(20) 
と，フランス国旗はもはや公認さるべきでないことを要求していた。 16世紀
末に新たにレヴァント貿易に参入してきたオランダ商人をフランス国旗の保
護下におくか，イギリス国旗のもとにおくかについて両国間の争いが一段と
激化した。オランダの貿易は急速に進展をとげつつあり， 1598年4月オラン
ダ商人はムラト 1I世からフランス国旗のもとにオスマン帝国領内における貿
(21) 
易の自由を公に認められた。しかしこれはこの「オランダ人問題」に決着を
つけるものではなく争いは継続した。
1599年にバートンを継いだレロ HenryLelloは本国あての報告で次の如く
述べている。 「最近幾人かのフランドル人が船でシリアにやってきています
が，彼等は自ら陛下の保護の下に服しております。そして『我々は陛下の臣
民であり，陛下の旗のもとにあるであろう』と言うております」。オランダ商
人がフランスの保護を嫌った直接の理由は，フランス大使がトルコに持込ま
れる全商品について通常の領事証明料以外に 2％の税金を課することを声明
したことにあった。地方在留のフランス領事はオランダ人が非公式にフラン
(22) 
スの保護を離れていくことを知らされた。
イギリスとの守りの今一つの原因はイギリス人海賊の地中海への出現であ
る。イギリスの私掠船はイギリス軍艦旗のもとに，フランス国旗を掲げた全
てのものを略奪した。イスパニア無敵艦隊の敗北以来，イギリス海賊の跳梁
はますます激しくなる。イスパニアとの戦争がイギリス私掠船がジプラルク
ルを越えて地中海へ進出してくる理由となった。重装備のイギリス船はたぴ
たぴフランス船を襲った。イスクンプール駐在のヴェネチア大使の報告は，
(20) A. L. Horniker, op. cit, p. 295. 
(21) Ibid, _P・ 296. 
(22) Ibid, p. 296. 
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イギリスの海賊がフランス船のみならず全ての国籍の船， トルコの船舶でも
襲っていることに言及している。ヴェツィチア船はフランス船と同じ程度に
その犠牲になっていた。当時の地中海ではイギリス船は他のどこの国の船よ
(23) 
りも強力に武装されていた。
アンリ lV世は海賊行為に対抗しうる海軍力の不足を痛感させられた。 1600
年 6月21日のド・ブレーヴヘの手紙の中で「私のとりうる最良の手段はより
(24) 
多くのガレー船を建造することである」と述べている。しかしアンリ lV世に
は海軍を再建すべき財源が欠如していた。経験を積んだ船員も不足していれ
ば，ガレー船を漕ぐ奴隷にもこと欠き， トルコの大臣からガレー船用の奴隷
(25) 
を購入する考えすら持っていた。
イギリス人を実力でおさえる手段をもたなかったアンリ lV世は， ド・プレ
ーヴに対してイギリス人の活動をおさえるようにトルコ宮廷に働きかけるよ
うに度々命令を繰返した。アンリ lV世はトルコ政府に対して，全てのイギリ
ス領事はトルコ帝国から追放され， イギリス商人はフランスの国旗のもとに
おいてのみレヴァント貿易にたずさわることが出来た以前の状態に復すべき
であると主張していた。地中悔におけるフランス船へのイギリ＇ス私掠船の攻
撃をおさえるようにとのトルコ政府を通じて，あるいはエリザベスヘの直接
的働きかけも効果な<,イギリス海賊は1603年のジェームス I世の即位後も
依然として続いていた。
オランダ商人の帰属の問題を依然として争われていた。 1601年スルクンが
オランダ人はイギリス旗のもとに航行すべきであると命じたのはイギリス大
使レロの外交的勝利であった。その後 2年間にわたってイギリスのオランダ
人に対する保護権は挑戦を受げず，レロのオスマン宮廷における立場はきわ
(26) 
めて良好であった。イスパニアのフェリペ I世という強力な共通の敵の存在
(23) Ibid, p. 299. 
(24) C. Gollner, op. cit, p. 655. 
(25) A. L. Horniker, op. cit, p. 298. 
(26) Ibid,・ p. 301. 
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がイギリスとトルコの結びつきを強めるのに役立った。
しかしエリザベスが死去し，ジェームズー世が即位するとともに事態は変
化した。新国王はイスパニアヘの友好政策をすすめ，このことはトルコとの
関係を悪化せしめた。
フランスに与えられた1604年のカヒ゜チュレーションの更新はフランス大使
ド・プレーヴの新しいスルクン，アフメット 1世へ外交的努力の成果である
が，これはイギリスとトルコの関係の悪化に大いに助けられていた。このカ
ビチュレーションの第3条では次の如く規定された。 「ヴェネツィア人とイ
ギリス人は彼等自身の旗のもとにおかれるが，イスパニア人，ボルトガル人，
カタロニア人， ラグーサ人， ジェノヴァ人，ナボリ人，フィレンツェ人，そ
の他全ての国民はだれであれ，通行免状として掲げるフランス国旗のもとで
自由に我々の国民との取引が許される。この形で彼等は我々の帝国のどこへ
(27) 
でも取引行為に往来することが出来る。……」
このカピチュレーションによって形式的にはフランスの旧来の地位が維持
されたかの如く見られるが，イギリス大使グローバ-Thomas・Gloverは，
1907年にオランダ人及び他国民をイギリス国旗のもとにおくカピチュレーシ
ョンを得たが，これはヴェネツィア大使の援助を得たフランス大使の抗議に
(28) 
よって取消され，フランスに従前の権利が確認された。その後ゥ♦ェネツィア
大使の仲介により 1609年には，イギリスがフランスの司法権のもとにある国
民への領事証明料の要求をとりさげること，フランスはレヴァントに輸入さ
(29) 
れるオランダ商品から領事手数料を徴収しないことで妥協が成立した。
かくする内にオランダはレヴァント地方において急速に力をのばし， 16
12年には自らの旗のもとにオスマン帝国内に自由に交易しうるカピチュレー
(30) 
ションを獲得したのであった。これによってトルコでの威信をかけたイギ
(27) 1604年のカピチュレーションについても Saint-Priestop. cit~ p. 381-392に
収録されている。
(28) A. L. Horniker, op. cit~ p. 302. 
(29) Ibid~ p. 303. 
(30) Ibid~ p. 304. 
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リスとフランスの抗争にも終止符がうたれた。毛織物の輸出を中心とするイ
ギリスの対トルコ貿易の繁栄は，イギリス人をしてトルコ領内で最も活発に
活動する外国商人とした。フランスはなお形式的にはヨーロッパ人社会のリ
ーダー的地位を維持していたが，その相対的勢力は減退しつつあった。フラ
ンスはイギリスと異なりトルコヘの適当な輸出商品をもっていなかった。 17
世紀中期コルベールの時代になって始めて南フランスでレヴァント市場向け
の毛織物が生産され始めた。フランスの貿易の停滞のいま一つの原困は組織
化をおこたっていたことにある。イギリスのトルコヘの接近がレヴァント・
カンパニーの主導のもとに遂行されたのに対し，フランスではカンパニーが
設立されたのもコルベールの施策を待たねばならなかった。
W おわりに
15世紀末以来，絶対王制のもとに国家権力を著しく伸長させつつあったヨ
ーロッパ諸国において，経済活動への国家の介入が促進されていた。とりわ
け国際商業においては国家間の通商協定の役割が何よりも重要性を増してき
た。とりわけこの時代にあっては宗教を異にし，政治組織，社会慣習を異に
する国民の相互の往来の安全を保証するものとして，強化された国家権力に
よる保護と保証が要求されつつあった。
フランスは形式的にはトルコと最初に正規の通商・外交関係を有した西欧
の大国であった。しかるにその接近の動機は初期においては全く政治的意図
からもたらされたものであって，この政治的接近の結果得られたところの貿
易上の有利な地位を十分に生かすことが出来なかった。それはフランスが国
家としてレヴァント貿易を組織化し，保護育成しようとせず，もっばらマル
セイユを中心とする地中海沿岸諸都市の自由にまかされていたからである。
マルセイユの商人はヴェネツィアとトルコとの戦争状態を利用してしばしば
大きな利益をあげたが，その貿易はすこぶる不安定であった。
フランス政府がトルコにおける自国商人の保護の為に国家的勢力を開始し
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たのは，イギリスがこの貿易に参入してフランスの優越的地位が脅かされる
ようになってから後である。しかしながらフランスが効果的な保護育成政策
を採ることが可能となるのはコルベールの時代をまたねばならなかった。 16
世紀を通じてイギリスは毛織物の輸出，生糸，綿糸の輸入によってトルコに
(31) 
貿易する諸外国中第一位の地位にあった。フランスがイギリスにかわってト
）レコの最大の貿易国となるのは18世紀をまたねばならかなった。この時期に
なると急速な発展をとげたイギリス工業にとってトルコは輸出市場としても
原料供給地としても大さな意味をもたなくなる。イギリスがトルコに再び強
い関心をもつのは19世紀に入ってオスマン・トルコの地理的な戦略的重要性
が意識されるようになってからである。他方フランスは 3世紀にわたってト
）レコとの同盟を維持することに努めた。「強力なオスマン帝国の存在はフラ
ンスの意図したるところの目標であった。オスマン帝国が完全な状態に維持
(32) 
されることはフランスの外交政策の公理ですらあった」。強力なイギリス船
団によって大西洋での活動を制せられたフランスにとって地中海こそがその
活動の主舞台とみなされたのであった。
(31) R. Mantran, Istanbul clans la seconde mortie du XV]I2 siecle, Paris, 
1962, p. 571. 
(32) George Lenczowski, The Middle East in World Affairs, N. Y. 1952, p. 5. 
